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的として、OI および PAI のそれぞれに適した光分子イメージングプローブの開発を
計画した。 
 









IC7-1 に着目した。すなわち、IC7-1 は蛍光団に第 4 級アンモニウム、また側鎖にカル
ボキシル基を有する脂溶性中性分子であるため、分光学的影響が小さいと考えられる
側鎖部分を誘導化し、カチオン化することを検討した。また、血漿中アルブミンに対
する親和性の付与は Enhanced Permeability and Retention 効果によるがん組織への効率
的なプローブ送達に有効であると考え、IC7-1 の側鎖部分を長さの異なるアルキル鎖










第 2 章 インビボ光音響イメージングによるがんの悪性度診断を目的とする光安定化
型色素プローブの開発 







効であると考えられる。そこで、第 1 章で開発した IC7-1-Bu が PAI プローブの要件
①～③を満たすことに着目し、IC7-1-Bu の片側側鎖に長さの異なるリンカーを用いて
励起三重項状態クエンチャー（TSQ）作用を有することが報告されている 4-
nitrobenzyl amine（NBA）を導入した IC-T 誘導体を設計・合成し、その有効性を調べ
た。その結果、いずれの IC-T 誘導体も近赤外光領域の吸収極大波長と低い蛍光量子
収率を示し、IC7-1-Bu に比べ高い光安定性を示した。中でも oxohexyl 基を介して
NBA を導入した IC-5-T は、アルブミンに対する結合親和性、担がんマウスにおける
体内動態の観点から、最も有効であることが期待された。そこで、担がんマウスに
IC-5-T を尾静脈内投与し、投与 1、2 日後に PAI を実施したところ、移植がん部位に
光音響信号を認め、さらに IC-5-T の場合、移植がん部位における投与 1 日後に対す
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